
 国民の生活を支える上で重要な役割を果たす医療と公共交通は、同じ病理を共有しています。
 いずれもプライベートセクターがその主体であり、移住や自家用車といった代替手段があります。
 こうした背景から、ナショナルミニマム水準に国民合意が存在せず、へき地医療や過疎地交通
は地方自治体によって辛くも支えられています。

 本シンポジウムでは、法で供給義務を規定される郵便、通信、水道等他の生活基盤と異なる
「難しさ」を、両分野を比較しながら浮き彫りにするとともに、今後の展望について考えます。

【お問い合わせ先・参加申込み先（申込みフォームよりお申し込みください）】

日本プライマリ・ケア連合学会
学生研修医部会中四国支部

＜申込みフォームアドレス＞
https://forms.gle/bDUFJyxFViqrXDoR8

当日はｚｏｏｍでのオンライン配信も行います。
申込フォームをご確認ください。
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